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る 2 つの弾塑性材料モデルを定義しており，ミクロ構造の数値材料試験をもとに差分進化法 (Differential 
Evolution; DE) を用いてマクロ材料パラメータを同定している．マルチスケール解析を含む最適化計算ではその
膨大な計算コストが特に大きなボトルネックとなるが，ここでは提案手法をもってそれを大幅に低減することに
成功している．また，いくつかの数値計算を実施し，陽的感度解析法を応用した本開発手法の妥当性と信頼性を
確認している． 
以上の結果をもって，本研究が提案する陽的感度解析法の具体的な適用方法と，数値計算上の利点および信頼
性が示された．これにより定式化上の困難や数値計算量の問題など，既往の弾塑性トポロジー最適化手法が抱え
る実用上の障害を緩和し得る有用な手法であることが確かめられた．また，微小変形問題だけでなく，有限変形
解析およびマルチスケール解析を用いた発展的な最適設計問題への適用例をもって，提案手法の拡張可能性が示
された． 
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